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立て札の立て方ポイント！

♦
損
害
評
価
と
は
…

被
害
申
告
の
あ
っ
た
圃
場
ご
と
の
共

済
減
収
量
（
支
払
対
象
と
な
る
減
収

量
）
を
算
出
す
る
た
め
の
収
量
調
査
で

す
。
調
査
結
果
は
、
お
支
払
い
す
る
共

済
金
を
決
め
る
基
礎
と
な
り
ま
す
。

♦
被
害
申
告
は
…

自
然
災
害
（
風
水
害
、
干
害
、
冷
害

な
ど
）
の
ほ
か
、
病
虫
害
や
鳥
獣
害
な

ど
に
よ
る
減
収
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
水
稲

損
害
通
知
票
に
、
品
種
名
・
災
害
の
種

類
・
発
生
月
日
・
見
込
単
収
を
記
入
し
、

押
印
の
上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

♦
お
願
い
と
注
意
点

1
補
償
割
合
を
確
認
す
る

水
稲
共
済
は
収
量
の
補
償
で
す
。
加

入
し
て
い
る
引
受
方
式
や
補
償
割
合
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
補
償
内
容
が
異
な
り

ま
す
。

被
害
状
況
（
収
量
）
を
把
握
し
、補
償

割
合
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
減
収
が
見

込
ま
れ
る
場
合
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式（
※
）

に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
共
済
事
故

に
よ
る
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
農
林
水
産
省
で
公
表
し
て
い
る
統
計
単
収
を

　

用
い
て
共
済
金
を
支
払
う
方
式
で
す
。

2
被
害
申
告
は
定
め
ら
れ
た
日
時
と
場
所
で

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
被
害
申
告

の
日
時
及
び
受
付
場
所
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
必
ず
指
定
さ
れ
た
受

付
日
時
に
被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
さ
ん
が
取

り
ま
と
め
を
す
る
場
合
は
、
期
日
ま
で

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

3
立
て
札
は
目
立
つ
場
所
に

立
て
札
の
設
置
は
、
圃
場
の
確
認
や

評
価
に
大
変
重
要
で
す
。
稲
穂
よ
り
高

く
、
圃
場
の
道
路
側
な
ど
、
わ
か
り
や

す
い
位
置
に
立
て
て
く
だ
さ
い
。

圃場の中（道路側）に立
てる。

圃場と圃場の間でどの
立て札かわからない。
圃場の中に立っていない。

農道
良い例 悪い例

農道

○ ×

す
べ
て
は 

ふ
く
し
ま
の
、農
業
発
展
の
た
め
に
。

水
稲
の
損
害
評
価
が

始
ま
り
ま
す
！

　
今
年
も
ま
も
な
く
水
稲
の
収
穫
が
始
ま
る
時
期
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

台
風
な
ど
の
風
水
害
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
鳥
獣
害
、
イ
モ
チ
病
や
カ
メ
ム
シ

な
ど
の
病
虫
害
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
圃ほ

場じ
ょ
うを

十
分
に
見
回
り
、
選
択
さ
れ
て
い
る
補
償
割
合
で
減
収
が
見
込
ま
れ
る

場
合
は
、
忘
れ
ず
に
被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

刈取りが終わるまで外さないでください。
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♦
共
済
金
の
お
支
払
い

一
筆
方
式
は
、
耕
地
ご
と
の
減
収
量

が
支
払
開
始
損
害
割
合
（
基
準
収
穫
量

の
３
割
ま
た
は
４
割
、
５
割
）
を
超
え

た
と
き
、
半
相
殺
方
式
は
、
農
家
ご
と

に
減
収
量
が
支
払
開
始
損
害
割
合
（
農

家
ご
と
の
基
準
収
穫
量
の
合
計
の
２
割

ま
た
は
３
割
、
４
割
）
を
超
え
た
と
き
、

全
相
殺
方
式
は
、
農
家
ご
と
に
減
収
量

が
支
払
開
始
損
害
割
合
（
農
家
ご
と
の

基
準
収
穫
量
の
合
計
の
１
割
ま
た
は
２

割
、３
割
）
を
超
え
た
と
き
、地
域
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
方
式
は
、
農
家
ご
と
及
び
農

林
水
産
省
発
表
の
市
町
村
別
統
計
デ
ー

タ
ご
と
に
減
収
量
が
支
払
開
始
損
害
割

合
（
農
家
ご
と
及
び
統
計
デ
ー
タ
ご
と

の
基
準
収
穫
量
の
合
計
の
１
割
ま
た
は

２
割
、
３
割
）
を
超
え
た
と
き
、
そ
の

超
え
た
分
に
つ
い
て
共
済
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

♦
損
害
評
価
の
流
れ

被
害
申
告
の
あ
っ
た
圃
場
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
調
査
を
行
い
、
適
正
か
つ
公
平

な
評
価
に
努
め
て
い
ま
す
。

	 減収量	 基準収穫量× 3割	 ㎏当たり価格	 支払共済金

［（500㎏－ 200㎏）－（500㎏× 0.3）］× 176円＝ 26,400 円
※肥培管理や防除等が不適切な場合には、分割評価を行う場合があります。

共済金の計算方法

◦１筆方式７割補償で加入	 ◦面積 10㌃
◦基準収穫量 500㎏	 	 ◦見込収穫量が 200㎏の場合
◦ 1㎏あたりの共済金額が 176円の場合

３割（150㎏）
支払対象になりません。

７割（350㎏）
共済金の支払対象です。この部分の減収を補償します。

基準収穫量（500㎏）

【共済金お支払いの一例】

組合
（支所）

組合
（本所）

農林水産大臣
（農林水産省）

農家

損
害

通
知

評
価
高
の

報
告

組
合
当
初

評
価
高
の
報
告

東北農政局が減収調査を行い、減収量を算出します

被害申告

悉皆（全筆）調査または
農家申告抜取調査
（損害評価員）

しっかい

抜取調査
（損害評価会委員（調査委員））

減収調査

損害高の認定

抜取調査
（損害評価会委員）

損害評価会
（損害評価会委員（審議委員））

立て札

被害申告のあった
全圃場または抜取
対象圃場について
検見または実測調
査を行います

悉皆調査または農家申告抜取
調査の損害評価結果を審査す
るため実測調査を行います

抜取調査結果に基づき、組合
の評価高について審議・答申
します

組合（支所）の
損害評価結果
を審査するた
め、実測調査
を行います

損害評価の流れ
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基
準
収
入
を
算
定
す
る
際
、
過
去
の
収
入
の

平
均
を
基
準
に
す
る
と
、
最
近
の
実
態
を
十
分

に
反
映
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
は
？

例
え
ば
、

経
営
規
模
を
拡
大
し
て
き
て
売
り
上
げ
が
伸

び
て
き
て
い
る
。
需
要
が
伸
び
て
い
る
作
物
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
大
き
な
災
害
か
ら
復
旧
し

つ
つ
あ
り
、最
近
は
経
営
が
回
復
し
て
き
た
。　

な
ど

過
去
５
年
間
の
い
ず
れ
か
の
年

に
、
収
入
が
皆
無
と
な
る
よ
う
な

大
き
な
災
害
が
あ
っ
た
場
合
、
基

準
収
入
を
過
去
５
中
５
の
平
均
と

す
る
と
基
準
収
入
が
大
き
く
下
が

り
、
十
分
な
補
償
に
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
で
す
か
？

経
営
内
容
は
毎
年
変
化
し
て

い
き
ま
す
の
で
、収
入
保
険
で
は

経
営
面
積
を
拡
大
す
る
場
合
や

過
去
の
収
入
に
上
昇
傾
向
が
あ

る
場
合
に
、よ
り
実
状
に
近
い
金

額
の
設
定
が
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
。（
規
模
拡
大
特
例
・
収
入

上
昇
特
例
）

規
模
拡
大
特
例
・
収

入
上
昇
特
例
に
よ
り
、

実
質
的
に
自
然
災
害
年

の
収
入
減
少
が
影
響
し

な
い
よ
う
な
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

保険期間中に次のことがあった場合
にはお近くのＮＯＳＡＩまで電話、
メール等でご連絡をお願いします。

ご加入者のみなさまへのお願い
◦事故が発生したとき
◦営農計画（品目・面積等）を変更するとき
◦確定申告が終わったとき

規
模
拡
大
特
例

収
入
上
昇
特
例

特
集

　

収
入
保
険
は
、
農
業
者
が
自
ら
生
産
し
た
農
産
物
の
販
売
収
入
の
減
少
を
補
て
ん
す
る
仕
組

み
で
す
。
自
然
災
害
に
加
え
て
ケ
ガ
や
病
気
と
い
っ
た
要
因
に
も
対
応
で
き
る
の
が
特
色
で
す
。

　

補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の
基
礎
と
な
る
「
基
準
収
入
金
額
」
は
、
過
去
の
収
入
金
額
と
保
険
期

間
中
に
見
込
ま
れ
る
収
入
金
額
を
考
慮
し
て
設
定
さ
れ
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
事
例
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

Q2

A1

A2

Q1

収
入
保
険
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
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①
過
去
に
、
自
然
災
害
に
よ

る
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
た
年

が
あ
る
場
合
、「
収
入
上
昇
特

例
」
を
適
用
し
、
基
準
収
入
を

上
方
補
正
し
ま
す
。（
図
１
）

②
直
近
年
に
自
然
災
害
に
よ

り
営
農
が
で
き
な
い
農
地
や
施

設
が
発
生
し
収
入
が
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
場
合
、
保
険
期
間

に
営
農
が
再
開
で
き
る
状
態
に

な
れ
ば
、「
規
模
拡
大
特
例
」
を

適
用
し
上
方
補
正
し
ま
す
。（
図

２
）①

②
の
い
ず
れ
も
保
険
期
間

の
営
農
計
画
に
基
づ
く
見
込
み

収
入
金
額
が
上
限
と
な
り
ま
す
。

基
準
収
入
金
額
の
試
算
に
つ

い
て
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
試
算
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
お
近
く
の
支

所
へ
ご
依
頼
い
た
だ
け
れ
ば
職

員
が
試
算
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈 収 入 保 険 加 入 者 の 声 〉

具
体
的
に
は･･･

図１

増減率：

平成26年 27年 28年 29年 30年 31年

５中５の平均
900万円

収入上昇特例を適用
1,000万円

過去５年間の収入金額

0.5倍

1,000
万円

1,000
万円

1,000
万円

1,000
万円

1,000
万円

500
万円

2倍 1倍 1倍

保険期間の
見込収入金額

豪雨による
水害

図 2

経営面積：
平成26年 27年 28年 29年 30年 31年

５中５の平均
900万円

規模拡大特例を適用
1,000万円

過去５年間の収入金額

５ha ５ha ５ha ５ha ５ha
⬇
2.5ha

５ha

1,000
万円

1,000
万円

1,000
万円

1,000
万円

1,000
万円

500
万円

保険期間の
見込収入金額

土砂災害に
より営農が
ストップ

自
然
災
害
に
よ
る
減
収
だ
け
で
は
な
く
、

補
て
ん
範
囲
の
広
さ
に
魅
力
を
感
じ
て
加
入

を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
保
険
料
に
は
50
％
、

積
立
金
に
は
75
％
の
国
庫
補
助
が
あ
る
の
は

助
か
り
ま
す
。
万
が
一
病
気
や
け
が
に
な
っ

て
し
ま
い
収
入
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
場
合
、
生

命
保
険
で
手
術
費
や
入
院
費
は
補
て
ん
さ
れ

る
も
の
の
、
今
ま
で
の
共
済
制
度
で
は
収
入

は
補
て
ん
さ
れ
な
い
た
め
、
翌
年
以
降
の
農

業
経
営
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

病
気
や
け
が
の
リ
ス
ク
に
も
備
え
ら
れ
る
収

入
保
険
に
加
入
し
た
こ
と
で
安
心
し
て
農
業

経
営
に
励
め
ま
す
。

相馬市中村地区

武
たけ

島
しま

	竜
りゅう

太
た

さん（55）

水稲 2216㌃、その他野菜 30㌃
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 NOSAI元気通信!

二
本
松
市
小
浜
の
「
和
麦
工
房

ぱ
ん
ぱ
ん
」
で
は
、
素
材
に
こ
だ

わ
っ
た
無
添
加
の
パ
ン
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
お
店
を
経
営
す
る
の

は
遠え

ん

藤ど
う

康や
す

子こ

さ
ん
（
59
）。
以
前

か
ら
パ
ン
屋
を
開
き
た
い
と
考
え
、

市
の
補
助
金
を
活
用
し
て
平
成
30

年
３
月
に
お
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

遠
藤
さ
ん
は
、
週
の
半
分
は
水

稲
１
㌶
と
ナ
ス
、
ト
マ
ト
な
ど
の

野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
遠
方

原
発
事
故
後
の
家
畜
農
家
や
頭

数
の
大
幅
減
少
を
打
開
し
よ
う
と
、

Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
で
は
田
村
市
に

「
株
式
会
社
Ｊ
Ａ
和
牛
フ
ァ
ー
ム

福
島
さ
く
ら
」
を
設
立
し
、繁
殖
牛

共
同
牛
舎
を
稼
働
し
ま
し
た
。同
社

で
は
、委
託
畜
産
農
家
の
労
力
軽
減

と
経
営
基
盤
の
強
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

事
業
内
容
は
、所
有
牛
か
ら
子
牛

を
生
産
販
売
す
る『
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
事
業
』（
１
０
０
頭
目
標
）、畜
産

農
家
か
ら
預
か
っ
た
不
妊
牛
の
リ

ハ
ビ
リ
や
人
工
授
精
後
の
返
還
と
、

子
牛
の
委
託
を
受
け
育
成
・
出
荷
を

行
う
『
キ
ャ
ト
ル
事
業
』（
80
頭
目

標
）
で
す
。
不
妊
牛
を
預
か
り
飼

養
管
理
ま
で
行
う
の
は
県
内
初
で
、

最
新
の
発
情
発
見
器
や
モ
バ
イ
ル

牛
温
計
な
ど
も
備
え
て
い
ま
す
。

同
社
で
は
、粗
飼
料
生
産
面
積
の

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、新
規
就
農

者
等
の
研
修
施
設
と
し
て
も
活
用

す
る
考
え
で
す
。吉よ

し

田だ

千ち

代よ

美み

農
場

か
ら
訪
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
や
ク
リ
ー
ム
パ
ン

は
開
店
早
々
に
売
り
切
れ
て
し
ま

う
人
気
ぶ
り
で
す
。

「
営
業
日
以
外
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
消
防
団
の
活
動
な
ど
を
し
て

い
る
の
で
、
無
理
な
く
営
業
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今
、
と
て

も
充
実
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
が

輝
き
ま
す
。「
楽
し
く
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
情
報
交
換
で
き
る
場
所
を

提
供
し
た
い
」
と
、
飲
食
ス
ペ
ー

ス
の
拡
張
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

営
業
は
「
金
・
月
」
午
前
８
時

か
ら
、「
土
・
日
」
午
前
９
時
か
ら

で
、
売
り
切
れ
次
第
終
了
。
営
業

日
は
不
定
期
の
た
め
、
来
店
の
際

に
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

和
麦
工
房
ぱ
ん
ぱ
ん

　

二
本
松
市
小
浜
字
新
町
26 -

２

　

☎
０
２
４
３-

２
４-

７
６
７
４

長
は
、「
復
興
の
拠
点
と
し
て
、
地

域
の
見
本
に
な
る
よ
う
な
農
場
を

目
指
し
た
い
」と
意
気
込
み
を
話
し

て
い
ま
す
。

安
達
支
所

郡
山
田
村
支
所

お
い
し
い
パ
ン
と

癒
し
の
空
間
を
提
供

和
牛
繁
殖・預
託
モ
デ
ル
農
場
が

今
年
３
月
稼
働
開
始

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や地域の身近な話題　　などを、各支所からレポートします！

店舗に並ぶこだわりのパン

地元の方が制作する
手芸品

手作りのパンを手にする遠藤さん（左）と
お店を手伝う伊藤久美子さん（右）

農場の外観。牛舎は分娩や育成等、目的
に応じて分けられています

（株式会社ＪＡ和牛ファーム福島さくら提供）

清潔で明るい環境の下、飼育される
繁殖牛
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石
川
町
の
㈱
Ｊ
Ａ
あ
ぐ
り
サ

ポ
ー
ト
い
し
か
わ
で
は
、
従
業
員

ら
が
考
案
し
、
自
ら
改
良
し
た
農

機
具
で
、
玉
ね
ぎ
収
穫
作
業
の
効

率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま

で
は
、
市
販
の
玉
ね
ぎ
用
根
切
機

を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
機
体

が
小
さ
く
作
業
効
率
が
上
が
ら
ず

に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

か
つ
て
製
造
業
に
勤
め
て
い
た
従

業
員
が
そ
の
経
験
を
生
か
し
、
農

耕
用
の
す
き
を
板
金
塗
装
し
て
現

在
の
機
械
を
開
発
。
機
体
を
ト
ラ

ク
タ
ー
で
牽け

ん

引い
ん

す
る
こ
と
で
、
土

　

「
飲
み
口
が
す
っ
き
り
で
甘
口

の
た
め
、
女
性
で
も
飲
み
や
す
い

と
好
評
で
す
」
と
話
す
の
は
、
富

岡
町
の
ふ
る
さ
と
生
産
組
合
（
組

合
員
13
人
）
の
組
合
長
・
渡わ

た

辺な
べ

康や
す

男お

さ
ん
（
69
）
。
同
組
合
は
、
地

域
の
後
継
者
不
足
を
受
け
て
、
農

機
具
の
共
同
購
入
・
共
同
作
業
に

よ
り
収
穫
し
た
米
を
共
同
販
売
す

る
た
め
、
法
人
化
を
目
指
し
て
平

成
20
年
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

「
天
の
希
」
は
富
岡
町
商
工
会

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
町
の
特
産
品

を
開
発
し
た
い
と
の
想
い
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。
醸
造
を
喜
多
方
市

の
酒
造
会
社
に
依
頼
し
、
昨
年
は

四
合
瓶
で
約
３
５
０
本
、
２
年
目

の
今
年
は
約
１
４
０
０
本
が
完
成

し
ま
し
た
。
「
天
の
希
」
の
名
称

は
募
集
に
よ
り
、
米
「
天
の
つ

ぶ
」
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

『
天
』
、
復
興
へ
の
願
い
を
込
め

て
希
望
の
『
希
』
の
組
み
合
わ
せ

に
決
定
し
ま
し
た
。

中
の
玉
ね
ぎ
を
一
気
に
掘
り
起
こ

す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

同
社
で
は
現
在
、
水
稲
の
播は

種し
ゅ

や

季
節
野
菜
の
栽
培
、
草
刈
り
作
業

や
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
刈
取
り
作
業
受
託

等
、
地
域
農
家
の
サ
ポ
ー
ト
事
業

に
年
間
を
通
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

代
表
取
締
役
社
長
の
迎む

か
え

始は
じ
め

さ

ん
は
、
「
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

に
よ
り
更
に
増
え
る
遊
休
農
地
の

解
消
と
、
地
域
農
業
の
継
続
・
発

展
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
作
業
効
率
向
上
に
つ
な
が

る
ア
イ
デ
ア
を
今
後
も
考
え
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

㈱
Ｊ
Ａ
あ
ぐ
り
サ
ポ
ー
ト
い
し
か
わ

　

☎
０
２
４
７-

２
６-

６
４
０
０

　

渡
辺
組
合
長
は
、
「
富
岡
町
下

郡
山
地
区
18
㌶
が
基
盤
整
備
に
よ

り
農
地
集
積
さ
れ
る
予
定
な
の
で
、

今
後
も
『
天
の
希
』
を
作
り
続
け
、

富
岡
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

い
わ
せ
石
川
支
所

双
葉
支
所

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
農
機
具

で
作
業
効
率
向
上

復
興
の
願
い
を
込
め
た

純
米
酒「
天て

ん

の
希き

」

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や地域の身近な話題　　などを、各支所からレポートします！

「天の希」を手に組合長の渡辺さん

玉ねぎ畑の４畝をトラクターで一気に
掘り起こす迎さん

オリジナルのアタッチメント
を取付けたトラクター
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高校を卒業後、知人の紹介で長野県の農家で２
年間実習し、花卉栽培のノウハウを学びました。そ
の後、地元で就農しましたが、最近は農家の後継
者不足が深刻化しており、農業の今後が心配です。

私も収入保険に加入しましたが、今まで共済に
加入できなかった作物も補償対象になるので、加
入者が増えて後継者不足の解消に一役買ってくれ
ることを期待しています。

農作物損害評価員も兼務しています。一昔と
は違い、最近は温暖化による気候の変化に伴い
自然災害が多発しているニュースを耳にします。
NOSAI は、不測の事態が生じた場合に共済金が支
払われる公的な保険制度であることを、地域組合
員に説明し、組合と地域を繋ぐパイプ役になれれ
ばと常日頃思っています。

これからも地域に根ざした分かりやすい情報を
提供する NOSAI であってほしいです。

自家栽培したそばを自分で刈取・乾燥・製粉し、
手打ちそばにしてお店で提供しています。遊休地
を有効活用し、品質のいいそばを安定的に作って
いきたいと考えています。

最近は、ゲリラ豪雨などの突発的な自然災害で
被害を受けることが増えてきました。NOSAI に
は、農家のセーフティネットとして、助けになっ
てほしいと思います。

今年から共済部長になりました。イチゴを栽培
していて、６次化商品を考えることが楽しいです。
６次化商品はイチゴジャムやイチゴ酒があります。

昨年から収入保険の加入申し込みが始まりまし
た。補償の幅が広く良い保険だと思うので期待し
ています。共済部長として組合と農家の架け橋に
なれるよう協力したいと思います。

後継者不足解消に期待

地域にNOSAIの制度を伝えたい

自然災害から農家を守ってほしい

新共済部長として日々励みます

福島市　加
か　とう

藤 勉
つとむ

さん（67）
NOSAI 部長歴／１年　吾妻地区

新地町　岡
おか

元
もと

 金
かね

良
よし

さん（74）
NOSAI 部長歴／ 12 年　福田地区

水田 30㌃

さくらんぼ15㌃、
花卉80㌃

水稲 1,500㌃、
施設野菜 20㌃

水稲 300㌃、そば
800㌃（二期作）

会津坂下町　大
おお

竹
たけ

 宗
そう

一
いち

さん（72）
NOSAI 部長歴／ 19 年　広瀬地区

いわき市　鈴
すず

木
き

 一
かず

成
なり

さん（52）
NOSAI 部長歴／１年　神

かべ
谷
や

地区

組合員の皆さんとNOSAIを
つなぐパイプ役としてご活躍
いただいている、NOSAI部長
の皆さんをご紹介します！

県北
支所

相馬
支所

会津
支所

いわき
支所
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高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
が
大
き

く
報
じ
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
。
加
齢
に

よ
り
、動
体
視
力
や
機
敏
な
判
断
、と
っ

さ
の
行
動
な
ど
が
衰
え
て
い
く
の
は
確

実
で
す
が
、
地
方
で
は
車
は
大
切
な
交

通
手
段
・
生
活
手
段
で
す
。
危
険
性
を

き
ち
ん
と
認
識
し
、
判
断
す
る
力
を
持

ち
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今

回
は
、
認
知
症
に
早
く
気
付
こ
う
、
早

く
予
防
し
よ
う
と
い
う
お
話
を
し
ま
す
。

ま
ず
、
自
分
の
物
忘
れ
度
を
下
記
の

表
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
！
合

計
点
が
20
点
以
上
の
方
は
要
注
意
で
す
。

認
知
症
の
約
３
分
の
１
は
予
防
で
き

る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、認

知
症
は
発
症
す
る
前
に
『
予
備
軍（
軽

度
認
知
障
害
）』
の
状
態
に
な
り
ま
す
。

日
本
に
４
０
０
万
人
い
る
と
い
わ
れ
る

そ
の
状
態
の
方
の
約
半
数
は
、
次
の
方

法
で
改
善
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

◦
運
動
、
特
に
有
酸
素
運
動
を
続
け
る

こ
と
！

◦
社
会
的
な
交
流
を
保
つ
こ
と
！

◦
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
康
的
な
食
事

を
と
る
こ
と
！

◦
脳
を
刺
激
す
る
活
動
を
す
る
こ
と
！

◦
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
を
き
ち
ん
と
治
療
す
る
こ
と
！

さ
ぁ
、
以
上
を
実
行
し
て
、
認
知
症

を
進
行
さ
せ
な
い
健
康
的
な
毎
日
を
送

り
ま
し
ょ
う
！

清明クリニック	佐藤	睦子

第15回

はじめよう！

健康生活

自分でできる認知症の気付きチェックリスト
まったく

ない
ときどき

ある
頻繁に
ある

いつも
そうだ

① 財布や鍵など、物を置いた場所が分からなくなることが
ありますか 1 2 3 4

② ５分前に聞いた話を思い出せないことがありますか 1 2 3 4

③ 周りの人から「いつも同じことを聞く」などと指摘され
ますか 1 2 3 4

④ 今日が何月何日か分からないことがありますか 1 2 3 4

⑤ 言おうとしている言葉が、すぐに出てこないことがあり
ますか 1 2 3 4

問題なく
できる

だいたい
できる

あまり
できない できない

⑥ 貯金の出し入れや公共料金の支払いは１人でできますか 1 2 3 4
⑦ １人で買い物に行けますか 1 2 3 4
⑧ 電車や自家用車などを使って、１人で外出できますか 1 2 3 4
⑨ 自分で掃除機やほうきを使って、掃除ができますか 1 2 3 4
⑩ 電話番号を調べて、電話をかけることができますか 1 2 3 4

チェックしたら①～⑩の合計を計算　　　　合計　　　　　点
20 点以上の方は、認知機能や社会生活に支障が出ている可能性があります。
かかりつけの医師や薬局、お近くの地域包括支援センターへご相談ください。

出展：「知って安心 認知症」（東京都）

認知症は予防できる？
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からのお知らせ

令
和
元
年
６
月
１
日
よ
り
園
芸
施
設
共
済
の

集
団
加
入
に
よ
る
共
済
掛
金
等
の
割
引
措
置
を

新
設
し
ま
し
た
。

園
芸
施
設
共
済

次
の
３
要
件
に
合
致
す
る
加
入

者
の
掛
金
率
を
５
％
割
引
い
た
し

ま
す
。

（
要
件
）

⑴
加
入
資
格
者
が
構
成
員
と
な
っ

て
い
る
団
体
に
お
い
て
、
園
芸
施

設
共
済
へ
加
入
す
る
旨
の
取
り

決
め
を
行
う
こ
と
並
び
に
一
斉

加
入
受
付
の
実
施
及
び
特
定
園

芸
施
設
の
補
強
・
保
守
管
理
に
取

り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
、
組
合
と

協
定
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
。

⑵
園
芸
施
設
共
済
の
加
入
割
合
が

一
斉
加
入
受
付
前
よ
り
増
加
す

る
と
と
も
に
、
加
入
割
合
が
８
割

を
超
え
る
こ
と
。

⑶
一
斉
加
入
受
付
に
よ
り
園
芸
施

設
共
済
に
加
入
申
込
み
を
行
う

こ
と
。

組
合
と
協
定
を
締
結
し
た
団
体

の
一
斉
加
入
受
付
に
よ
り
、加
入
割

合
が
一
斉
加
入
受
付
前
よ
り
増
加

す
る
と
と
も
に
、加
入
割
合
が
８
割

を
超
え
る
場
合
、加
入
者
の
事
務
費

賦
課
金
を
次
の
よ
う
に
割
引
い
た

し
ま
す
。

⑴
10
人
以
上
の
構
成
員
が
一
斉
加

入
受
付
を
行
っ
た
場
合

割
引
率
…
20
％

⑵
５
人
以
上
10
人
未
満
の
構
成
員

が
一
斉
加
入
受
付
を
行
っ
た
場
合

割
引
率
…
10
％

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
Ⅱ
類
の

う
ち
、
骨
格
の
全
部
が
31
・
８
㎜
以

上
の
径
の
パ
イ
プ
に
よ
り
造
ら
れ

て
い
る
施
設
（
40
―
２
型
）
を
割
引

い
た
し
ま
す
。

割
引
率
…
15
％

⑴
古
い
園
芸
施
設
の
補
償
を
必
要

と
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
、
耐
用

年
数
が
2
・
５
倍
を
超
え
た
園
芸

施
設
は
、
一
括
加
入
の
対
象
か
ら

除
外
で
き
ま
す
。

３
万
円
ま
た
は
共
済
価
額
の
20

分
の
１
、
10
万
円
、
20
万
円
の
コ
ー

ス
の
ほ
か
に
「
50
万
円
」
及
び

「
１
０
０
万
円
」
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
適
用
は
令
和
元
年
９
月

１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

共
済
掛
金
の
割
引
措
置

１-1

特
定
の
園
芸
施
設
の
共

済
掛
金
の
割
引
措
置

２
補
償
範
囲
の
選
択
に
よ

る
割
引
措
置

３
小
損
害
不
填
補
基
準
額

の
追
加

４

集
団
加
入
等
に
よ
る

掛
金
等
の
割
引
措
置
に
係
る
Ｑ 

＆ 

Ａ

Ｑ
１ 

協
定
を
締
結
す
る
単
位
は
ど
の
範
囲
で

す
か
。

Ａ
１ 

例
え
ば
Ｊ
Ａ
で
あ
れ
ば
、管
内
一
括
と
す

る
こ
と
も
、
各
生
産
部
会
と
各
々
に
締
結
す
る

こ
と
も
可
能
で
、
特
段
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
２ 

協
定
を
締
結
す
る
場
合
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
必
要
で
す
か
。

Ａ
２ 

協
定
の
締
結
に
は
、規
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
が
、
代
表
者
や
加
入
割
合
を
算
定
す
る
た

め
の
構
成
員
の
リ
ス
ト
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

事
務
費
賦
課
金
の

割
引
措
置

１-2

最大で掛金を３割以下に

※経営規模：パイプハウス15a（全国平均）

農業者の掛金
4.5万円 → 0.9～1.3万円
5万円
4
3
2
1
0

これまで 今後
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からのお知らせ

建
物
共
済

昨
年
４
月
よ
り

補
償
が
拡
大
・
充
実
し
ま
し
た

補償限度額がアップ

小損害実損てん補特約
を新設

地震等災害による
支払いがアップ

臨時費用担保特約の
支払割合がアップ 家

の
近
く
で
雷
が
鳴
っ
た
後
や
、
落
雷
が
起
き
た
後
、パ

ソ
コ
ン
が
起
動
し
な
く
な
っ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

繋
が
ら
な
く
な
っ
た
り
と
、
落
雷
に
よ
る
家
の
設
備
や
家

電
に
損
害
が
発
生
す
る
時
期
で
す
。
大
切
な
財
産
を
守
る

建
物
共
済
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

補
償
内
容

プ
ラ
ン

火災 落雷 破裂
爆発

物体の
衝突

給排水設
備の事故
による
水ぬれ

盗難
による
き損
汚損

風害 水害 雪害

地震
噴火
津波

（共済金額の
50％限度）

火災
共済 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × ×
総合
共済 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

安心ポイント１

安心ポイント3

安心ポイント2

安心ポイント4

共済金支払額

総合共済の補償限度額の引き上げ

共済金支払額

共済金＝ 2,000万円× 50％（注）

　　　＝1,000 万円
（注）残存物取片付費用共済金は支払い対象外

になります。

からお選びいただけます。
（250 万円限度）

建物や家財を再取得価額まで補償します。

（自然災害の場合、損害額が１万円超が対象）

2,000 万円→4,000 万円

共済金＝損害額＝30万円

「総合共済」に共済金額 2,000
万円で加入している建物が地
震で全壊した場合の支払い例

臨時費用共済金の支払割合は
これまで損害共済金の 20％
（250 万円限度）でした。

火災共済　6,000万円
総合共済　4,000万円

総合共済に小損害実損てん補
特約を付け 2,000 万円の建物
に、共済金額 1,000 万円で加
入。自然災害（地震、津波は
除く）で 30万円の被害が発生
した場合の支払い例

１億円まで
加入できます

合 計

10％ 20％ 30％

20％→最高 30％
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収
穫
時
期
を
迎
え
、
農
作
業
が
忙
し

く
な
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
収
穫
作

業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
も
、
作

業
前
の
点
検
や
整
備
は
大
切
で
す
。

　

わ
ら
く
ず
や
土
の
塊
が
機
械
に
残
っ

て
い
る
こ
と
が
原
因
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
取
扱
説
明
書

を
よ
く
読
み
、
稼
働
前
の
点
検
で
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

万
全
な
稼
働
前
点
検
で

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

庭先診断
チェックポイント

トラクター

コンバイン

トラクターは、過酷な条件を PTO で作業機に動力を提供しながら進んでいきます。足回りは当然ですが、回転
力を伝えるジョイント部分などにはグリス・注油箇所が必ずあります。作業前点検の際には、グリス・注油箇所の
グリスアップ・注油は忘れずに行ってください。（NOSAI 福島 農機具共済損害評価員による解説）

刈り取り・脱穀・排藁処理を同時に行う万能機械、コンバイン。切れ味の鋭い部品やチェーンなどが、当たり前
のように剥き出しになっています。それら部品の定期的点検が、作業効率の向上のみならず、安全面の向上にもつ
ながります。（NOSAI 福島 農機具共済損害評価員による解説）

ファンベルト
ベルトの緩みは
ありませんか？

ファンベルト
ベルトの緩みは
ありませんか？

バッテリー
液は規定量

入っていますか？

バッテリー
液は規定量
入ってい
ますか？

冷却水
冷却水は規定量
入っていますか？

冷却水
冷却水は規定量
入っていますか？

刈取ベルト
ベルトの緩みは
ありませんか？

脱穀ベルト
ベルトの緩みは
ありませんか？

走行ベルト
ベルトの緩みは
ありませんか？

ブレーキペダル
ブレーキの効きは
充分ですか？

エンジンオイル
オイルは規定量入っていますか？
定期交換していますか？

エンジンオイル
オイルは規定量
入っていますか？
定期交換して
いますか？

写真提供／ISEKI

写真提供／ISEKI

タイヤの空気圧
規定圧と左右の
バランスは取れて
いますか？

からのお知らせ

秋の農作業安全確認運動実施中　　期間：9月1日〜10月31日

！
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からのお知らせ

汁
が
原
因
の
下
痢
で
は
な
か
な
か

治
ら
ず
、
異
常
乳
改
善
の
た
め
母
牛

に
エ
ン
ド
コ
ー
ル
散
を
投
与
す
る

こ
と
や
、
哺
乳
量
の
制
限
ま
た
は
断

乳
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。人

工
哺
育
し
て
い
る
と
き
は
、哺

乳
を
中
止
し
電
解
質
液
等
を
与
え

た
り
す
る
こ
と
は
容
易
で
、
そ
の

後
、
哺
乳
量
や
人
工
乳
の
濃
度
も

調
節
で
き
る
た
め
治
り
も
早
い
で

す
。
一
方
、
自
然
哺
乳
し
て
い
る
状

況
で
は
、
制
限
哺
乳
や
断
乳
を
決
断

す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。
し

か
し
、
自
分
が
下
痢
を
し
て
い
る
時

の
こ
と
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

脂
っ
こ
い
も
の
を
食
べ
た
り
、
牛
乳

を
飲
ん
だ
り
は
し
な
い
は
ず
で
す
。

子
牛
は
、
下
痢
を
し
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
自
ら
乳
を
飲
む
の
を
控
え

る
こ
と
は
な
い
の
で
、
畜
主
の
管
理

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

母
牛
と
の
分
離
が
ベ
ス
ト

自
然
哺
乳
し
て
い
る
子
牛
を
断

乳
す
る
に
は
、
一
番
は
子
牛
を
母
牛

と
分
け
て
隔
離
す
る
の
が
一
番
で

す
。
１
～
３
日
程
度
、
母
牛
の
乳
汁

を
一
切
飲
ま
せ
な
い
の
で
す
。
畜
主

は
大
変
心
配
し
ま
す
が
、
飲
ん
で
も

消
化
で
き
ず
い
わ
ゆ
る
白
痢
便
を

排
泄
し
て
い
る
状
態
で
は
、
栄
養
は

ほ
と
ん
ど
吸
収
さ
れ
ず
、
脱
水
症
状

を
引
き
起
こ
す
た
め
、
電
解
質
補
水

液
（
１
日
２
～
３
㍑
）
を
与
え
る
方

が
子
牛
は
元
気
に
な
り
、
下
痢
の
改

善
も
早
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ど
う

し
て
も
子
牛
を
分
離
で
き
な
い
場

合
は
、
子
牛
の
口
元
に
網
を
付
け
た

り
写
真
１
、
離
乳
時
に
使
わ
れ
る

鼻
環
〔
商
品
名
：
ク
ワ
イ
エ
ッ
ト
ウ

イ
ン
〕
を
装
着
写
真
２
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
サ
イ
ズ
の

小
さ
い
子
牛
で
は
外
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
の
が
難
点
で
す
。

乳
汁
が
原
因
の
下
痢
は
、
１
～
２

日
断
乳
す
る
こ
と
で
、
便
の
状
態
に

改
善
が
み
ら
れ
ま
す
。そ
の
後
、制
限

哺
乳
を
し
ま
す
が
、
は
じ
め
は
朝
晩

２
回
、
２
～
３
分
程
度
母
牛
に
つ
け

て
哺
乳
さ
せ
ま
す
。
便
の
状
態
を
確

認
し
な
が
ら
徐
々
に
哺
乳
時
間
を

長
く
し
て
い
き
ま
す
。
10
分
位
哺
乳

さ
せ
て
も
白
痢
便
に
戻
ら
な
け
れ

ば
、
常
時
哺
乳
で
き
る
状
態
に
し
て

も
大
丈
夫
で
す
。
ま
た
、
２
～
３
分

飲
ま
せ
て
白
痢
便
に
戻
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
時
は
、
人
工
哺
乳
に
切
り

替
え
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

子
牛
の
下
痢
は
原
因
も
様
々
で

発
症
原
因
が
複
合
し
て
い
る
こ
と

も
多
い
た
め
、
子
牛
の
状
態
を
よ
く

観
察
し
、
薬
に
頼
る
だ
け
で
な
く
断

乳
な
ど
を
取
り
入
れ
て
対
応
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

哺
乳
量
制
限
ま
た
は
断
乳
を

幼
若
子
牛
が
白
色
～
黄
白
色
の

下
痢
（
い
わ
ゆ
る
白
痢
と
言
わ
れ
る

も
の
）
と
な
っ
た
際
、
獣
医
師
の

治
療
を
受
け
て
も
止
瀉
薬
等
を
飲

ま
せ
て
も
な
か
な
か
治
ら
な
い
、
と

い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
白

痢
は
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ

る
感
染
で
発
症
す
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
乳
量
の
過
多
や
乳
質
・
乳

成
分
の
異
常
が
原
因
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

下
痢
の
治
療
に
は
、細
菌
等
の
感

染
で
あ
れ
ば
抗
性
物
質
投
与
、
脱
水

症
状
に
対
す
る
輸
液
、
電
解
質
補
水

液
の
投
与
、
消
化
機
能
の
改
善
や
整

腸
薬
の
投
与
等
を
行
い
ま
す
が
、
乳

母
牛
の
乳
汁
が
原
因
と
な
る

下
痢
へ
の
対
応
（
制
限
哺
乳
・
断
乳
） 県北家畜診療

センター
次長　堀籠 茂

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

家
畜
講
座

獣医師が
簡単レクチャー

写真1

写真2
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ト ピ ッ ク ス

６
月
19
日
、
北
塩
原
村
の「
裏
磐
梯
レ
イ
ク

リ
ゾ
ー
ト
」
で
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
女
性
部
連
絡

協
議
会
第
４
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
相

馬
支
所
女
性
部
の
坂
本
啓
子
さ
ん
（
写
真
前
列

左
か
ら
２
番
目
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
女
性
部
の

役
員
16
名
が
出
席
。
令
和
元
年
度
の
事
業
計
画

な
ど
を
審
議
し
、
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

併
せ
て
開
催
さ
れ
た
研
修
会
で
は
、
各
支
所

女
性
部
の
活
動
状
況
等
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
喜
多
方
市
山
都
町
の
語
り
部
・
真
部

ト
ミ
子
氏
、
永
島
陽
子
氏
、
鈴
木
キ
ミ
氏
に
よ

る
講
演
「
会
津
の
民
話
と
わ
ら
べ
歌
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
昔
か
ら
地
元
に
伝
わ
る

民
話
を
傾
聴
し
、
全
員
で
わ
ら
べ
歌
を
合
唱
し

て
、
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
選
任
さ
れ
た
役
員
は
次
の
と
お
り
で

す
（
敬
称
略
）。

坂
本　

啓
子（
相
馬
支
所
）

亀
岡
美
代
子（
県
北
支
所
）

渡
辺
け
さ
子（
郡
山
田
村
支
所
）

田
中　

輝
子（
会
津
支
所
）

会　

長

副
会
長

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
女
性
部
連
絡
協
議
会

総
会
・
研
修
会
を
開
催

令
和
２
年
度 

新
規
採
用

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
で
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に

採
用
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
す
る
職
種

は
一
般
職
で
、
農
業
保
険
法
に
基
づ
く
農
業
共
済

事
業
及
び
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
受
託
に
係
る

一
般
事
務
並
び
に
事
業
推
進
、
損
害
評
価
等
の
外

勤
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

人
数
、
勤
務
地
、
資
格
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
採
用
予
定
人
数
　
10
名

■
勤
務
地　

本
所
ま
た
は
県
内
の
９
支
所

■
応
募
資
格

⃝

平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
短

大
卒
業
以
上
（
令
和
２
年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含

む
。）
の
学
歴
を
有
す
る
者

⃝

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
者
ま
た
は
令

和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
可
能
な
者

⃝

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
等
）
操
作
が
で
き

る
者

■
応
募
書
類
及
び
募
集
要
項
の
詳
細

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
で
す
。
本
紙
の
一
番
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
ア
ド
レ
ス

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。ハロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
閲
覧
可

能
で
す
。

■
募
集
期
間

令
和
元
年
７
月
25
日（
木
）〜
８
月
30
日（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ

福
島
県
農
業
共
済
組
合 

総
務
課（
渡
辺・小
野
）

☎
０
２
４-

５
２
１-

２
７
１
５

研修会講師を囲んで、県内の女性部役員が記念撮影
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からのお知らせ

（
注
１
）「
請
求
書
等
」
に
は
一
定
の
領
収
書
や
納

品
書
、
レ
シ
ー
ト
等
も
含
ま
れ
ま
す
。

（
注
２
）「
区
分
記
載
請
求
書
等
」
と
い
い
ま
す
。

な
お
、
令
和
５
年
10
月
か
ら
は
「
区
分

記
載
請
求
書
等
」
に
代
わ
り
、「
適
格

請
求
書
等
の
保
存
が
要
件
と
な
り
ま
す

（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）。

税
額
の
計
算

・
売
上
げ
及
び
仕
入
れ
を
税
率
ご
と
に

区
分
し
て
税
額
計
算
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
区
分
経
理
が
困
難
な
中
小
企
業
者
の

方
に
は
、経
過
措
置
と
し
て
、売
上
げ

や
仕
入
れ
に
係
る
税
額
の
計
算
の
特

例
が
あ
り
ま
す
。

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
が

実
施
さ
れ
ま
す

今
年
10
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率

10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
併
せ
て
、
軽
減

税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
軽
減
税

率
は
８
％
で
、「
酒
類・外
食
を
除
く
飲

食
料
品
」
と
「
週
２
回
以
上
発
行
さ
れ

る
新
聞
」
が
対
象
品
目
で
す
。

帳
簿
及
び
請
求
書
等
の
記
載
と
保
存

・
農
産
物
や
加
工
品
な
ど
で
対
象
品
目

の
売
上
げ・仕
入
れ
が
あ
る
方
は
、
こ

れ
ま
で
の
記
載
事
項
に
税
率
ご
と
の

区
分
を
追
加
し
た
請
求
書
等
発
行
や

記
帳
な
ど
の
経
理
（
区
分
経
理
）
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

・仕
入
税
額
控
除
の
要
件
は
、現
行
、「
帳

簿
及
び
請
求
書
等
（
注
１
）
の
保
存
」

で
す
が
、
軽
減
税
率
制
度
実
施
後
は
、

こ
う
し
た
区
分
経
理
に
対
応
し
た
帳

簿
及
び
請
求
書
等（
注
２
）の
保
存
が

要
件
と
な
り
ま
す
（
区
分
記
載
請
求

書
等
保
存
方
式
）。

●帳簿と請求書の記載例
請求書

㈱○○御中	 XX年11月2日
割り箸	 550円
牛肉	※	 5,400円
　 … 	 … 　

合計	 43,600円
（10％対象　22,000 円）
（８％対象　21,600 円）

※は軽減税率対象品目
(株)△△

税率（10％、８％）の
異なるごとに合計した
税込金額を記載する。

①軽減税率対象品目
に「※」や「☆」等
の記号を記載する。

②記号が軽減税率対
象品目を示すこと
を明らかにする。

【請求書】
これ以外に、例えば次のような方法がありま
す。 ①同一請求書内で、商品を税率の異な
るごとに区分し、区分した商品が軽減税率の
対象であることを表示する。 ②税率の異な
るごとに請求書を分けて発行する。

【帳簿】
税率区分欄を設け、「８％」と記載する方法や
税率コードを記載する方法も認められます。

総勘定元帳（仕入れ） ㈱○○
XX年 摘	要 借	方 貸	方月 日
11 2 ㈱△△　雑貨 22,000
11 2 ㈱△△　食料品	※ 21,600
※は軽減税率対象品目

税率の異なるごとに
合計した税込金額

軽減税率対象品目
である旨

指
定
獣
医
師
と
の

契
約
締
結
の
ご
報
告

　
８
月
１
日
付
け
で
次
の
獣
医
師
と
の

指
定
契
約
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

大
内
毅
、
平
野
康
幸
、
吉
田
幸
四
郎
、
佐

藤
正
晴
、
鈴
木
邦
彦
、
大
戸
哲
（
福
島

市
）、斎
藤
勇
一
郎
、斎
藤
昭
（
伊
達
市
）、

佐
藤
篤
男
、
榮
利
文
（
二
本
松
市
）、
岩

瀬
厚
（
本
宮
市
）、横
山
和
敏
（
大
玉
村
）、

渡
辺
正
道
、
宗
像
周
夫
、
森
澤
道
明
、
古

川
福
久
、森
紀
久
男
、渡
辺
一
弘
（
郡
山

市
）、
浦
山
良
雄
、
北
畠
裕
、
半
谷
正
秀
、

渡
部
志
朗
（
田
村
市
）、
福
田
健
純
（
小

野
町
）、
稲
嶺
盛
邦
（
須
賀
川
市
）、
佐

久
間
正
浩
、
鈴
木
真
一
（
鏡
石
町
）、
鈴

木
円
禄
（
石
川
町
）、
角
田
元
成
（
浅
川

町
）、
志
賀
賢
一
、
佐
々
木
春
男
（
白
河

市
）、
円
谷
照
海
、
佐
久
間
安
裕
（
矢
吹

町
）、吉
田
欣
也
（
棚
倉
町
）、車
田
頼
義

（
塙
町
）、
蛭
田
宏
（
鮫
川
村
）、
花
積
博

實
（
喜
多
方
市
）、角
田
毅
（
南
会
津
町
）、

今
村
幸
三
（
相
馬
市
）、
阿
部
丈
尓
（
南

相
馬
市
）、本
田
光
一
、三
橋
一
展
（
い
わ

き
市
）、玉
野
慎
也
（
那
須
塩
原
市
）、佐

藤
寿
治
（
常
陸
太
田
市
）
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あ
と
が
き

収
入
保
険
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
収

入
保
険
に
対
し
て
、
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
対
応
で
き
る
『
収

入
保
険
』
に
ご
加
入
い
た
だ
け
る
の
は
、
所
得
税

の
申
告
方
法
が
青
色
申
告
の
方
で
す
。
青
色
に
変

更
す
れ
ば
、
最
高
65
万
円
の
所
得
控
除
を
受
け
ら

れ
る
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。
農
業
経
営
者
の

み
な
さ
ん
、
青
色
申
告
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

今号の
表紙

大
き
く
て
甘
い

自
慢
の
ト
マ
ト
だ
よ
！

南
会
津
町
の
馬
場
崇た

か

嗣し

さ
ん
（
67
）・
千

代
さ
ん
（
62
）
夫
妻
は
、
高
品
質
を
全
国

に
誇
る
南
郷
ト
マ
ト
を
長
年
栽
培
し
て
き

ま
し
た
。
２
０
１
４
年
、
息
子
の
相そ

う

任じ
ん

さ

ん
（
36
）
に
経
営
を
委
譲
し
、
今
年
４
月

か
ら
は
株
式
会
社
と
ま
っ
te
フ
ァ
ー
ム
と

し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
。
今
で
も
ト
マ
ト

の
ほ
か
、
米
の
栽
培
に
精
を
出
し
て
い
ま

す
。
孫
の
麻
里
奈
ち
ゃ
ん
（
6
）・
悠
く

ん
（
4
）
も
自
慢
の
ト
マ
ト
を
た
く
さ
ん

の
人
に
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

て

編
集
・
発
行

福
島
県
農
業
共
済
組
合
（
N
O
S
A
I福
島
）

〒
960-8031	福

島
市
栄
町
6番
6号
	

TEL.	024-521-2715　
	FA
X.	024-523-1887

http://w
w
w
.fukushim

a-nosainet.jp/
2019.8

1
7
号

りか
ひ

鈴
すず

木
き

 侑
ゆ

香
か

さん（34）
（福島市）

出荷される
アスパラガス

写真上：心を込めてアスパラガスを
栽培する鈴木さん

【アスパラガス 40㌃】

夫
の
実
家
で
は
水
稲
や
リ
ン

ゴ
を
生
産
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
辺
り
で
は
生
産
者
が
多
い
の

で
、
あ
ま
り
栽
培
さ
れ
て
い
な

い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

就
農
し
て
５
年
目
に
な
り
、

収
穫
量
も
上
が
っ
て
き
ま
し
た

が
、
当
初
は
直
売
所
以
外
の
出

荷
先
を
見
つ
け
る
の
が
大
変
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
商
談
会
や

イ
ベ
ン
ト
に
積
極

的
に
参
加
し
て
販

路
拡
大
に
努
め
ま

し
た
。
そ
の
甲
斐

も
あ
っ
て
、
現
在
で
は
飲
食
店

や
ス
ー
パ
ー
に
出
荷
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
秋
に
は
農
家
カ
フ
ェ

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
予
定
な
の

で
、
出
荷
先
か
ら
要
望
の
あ
る

野
菜
と
合
わ
せ
て
多
品
目
を
栽

培
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
夫
と
２
人
で
背

伸
び
を
し
な
い
農
業
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夫
婦
二
人
三
脚
で
販
路
拡
大
！

輝く

農業女子
N O G Y O J O S H I

利
用
可
能
金
融
機
関
な
ど
、
詳
し
く
は
最
寄
り
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の
向
上
と
現
金
納
入

の
取
り
扱
い
に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、
農
業
共
済

事
業
加
入
に
伴
う
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
つ
い
て
、

口
座
振
替
の
利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
掛
金

等
を
現
金
で
納
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

事
故
防
止
・
不
祥
事
防
止
の
た
め
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

県北支所 ☎ 024-544-2711
　保原会館 ☎ 024-572-5733
安達支所 ☎ 0243-23-7777
郡山田村支所 ☎ 024-933-3307
　田村出張所 ☎ 0247-82-0249
いわせ石川支所 ☎ 0247-37-1003
白河支所 ☎ 0248-27-1121
　棚倉出張所 ☎ 0247-33-2261
会津支所 ☎ 0241-28-1111
　南会津出張所 ☎ 0241-62-5588
相馬支所 ☎ 0244-23-6236
双葉支所 ☎ 0240-22-4111
いわき支所 ☎ 0246-24-1166

お
問
い
合
わ
せ
と
被
害
発
生
時
の
ご
連
絡
は

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
ま
で

お
願
い
し
ま
す


